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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　底面の面積より大きい面積の側壁を少なくとも１つ有し、上面に光投射口が設けられた
筐体と、
　前記筐体内に収容され、前記光投射口を介して画像情報に応じた光を投射する画像投射
手段と、
　前記筐体の上面に上下動可能に設けられた少なくとも１つの押圧式の操作部材を含む操
作部と、を備え、
　前記筐体の前記側壁は、互いに対向する第１及び第２面を有し、前記第１及び第２面そ
れぞれの面積は、前記底面の面積よりも大きく、
　前記第１面は、上部と、下部と、前記上部と前記下部を連結する曲面部である中間部と
を含み、
　前記第１面に沿う方向の力が加えられることにより操作可能な別の操作部を前記中間部
に備え、
　前記別の操作部は、前記中間部に設けられた窓に前記中間部の表面から外側に突出しな
いように配置され、前記筐体の外側から操作可能な摘み部を含むプロジェクタ装置。
【請求項２】
　前記別の操作部は、前記画像の結像面の位置を調整するために用いられる請求項１に記
載のプロジェクタ装置。
【請求項３】
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　前記別の操作部は、前記第１面の上半部の位置に設けられている請求項１又は２に記載
のプロジェクタ装置。
【請求項４】
　前記画像投射手段は、前記光投射口を介して前記光を至近投射する短焦点の光学系を有
する請求項１～３のいずれか一項に記載のプロジェクタ装置。
【請求項５】
　前記筐体を下方から支持して所定の高さ位置に保持する支持部材を更に備える請求項１
～４のいずれか一項に記載のプロジェクタ装置。
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、プロジェクタ装置に係り、更に詳しくは、画像情報に応じた光を投射する画
像投射手段と操作部とを備えるプロジェクタ装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、プロジェクタ装置としては、いわゆる横置き型のプロジェクタ装置が一般的であ
る（例えば、特許文献１参照）。ここで、「横置き型」とは、筐体の底面の面積がいずれ
の側壁の壁面の面積よりも大きいものをいう。
【０００３】
　横置き型のプロジェクタ装置を、横置きのみならず縦置きで用いることが提案されてい
る（例えば、特許文献２参照）。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　一般に、プロジェクタ装置では、操作部材（例えば、押ボタンなど）は、操作のし易さ
などを考慮して、通常、最も広い面積の側面に設けられる。しかしながら、特許文献２に
記載の装置を縦置きで用いると、上記操作部材が筐体の側部に位置するため、上記操作部
材が押圧される際、筐体が位置ずれし又は不安定になるおそれがある。
【０００５】
　本発明は、かかる事情の下になされたもので、その目的は、押圧式の操作部材が押圧さ
れる際、筐体が位置ずれすること及び不安定になることを防止できる縦置き型のプロジェ
クタ装置を提供することにある。ここで、「縦置き型」とは、筐体の少なくとも１つの側
壁の壁面の面積が底面の面積よりも大きいものをいう。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、底面の面積より大きい面積の側壁を少なくとも１つ有し、上面に光投射口が
設けられた筐体と、前記筐体内に収容され、前記光投射口を介して画像情報に応じた光を
投射する画像投射手段と、前記筐体の上面に上下動可能に設けられた少なくとも１つの押
圧式の操作部材を含む操作部と、を備え、前記筐体の前記側壁は、互いに対向する第１及
び第２面を有し、前記第１及び第２面それぞれの面積は、前記底面の面積よりも大きく、
前記第１面は、上部と、下部と、前記上部と前記下部を連結する曲面部である中間部とを
含み、前記第１面に沿う方向の力が加えられることにより操作可能な別の操作部を前記中
間部に備え、前記別の操作部は、前記中間部に設けられた窓に前記中間部の表面から外側
に突出しないように配置され、前記筐体の外側から操作可能な摘み部を含むプロジェクタ
装置である。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、押圧式の操作部材が押圧される際、筐体が位置ずれすること及び不安
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定になることを防止できる縦置き型のプロジェクタ装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の一実施形態のプロジェクタ装置の斜視図である。
【図２】プロジェクタ装置の内部構成を外部装置とともに概略的に示すブロック図である
。
【図３】プロジェクタ装置が有する投射光学系の構成を概略的に示す図である。
【図４】プロジェクタ装置の正面図である。
【図５】プロジェクタ装置の上面図である。
【図６】プロジェクタ装置の右側面図である。
【図７】プロジェクタ装置の左側面図である。
【図８】プロジェクタ装置の底面図である。
【図９】プロジェクタ装置の筐体に形成された格子部の一部を取り出して示す斜視図であ
る。
【図１０】格子部が有する突起の目隠し機能を説明するための図である。
【図１１】プロジェクタ装置の使用方法の一例を説明するための図（その１）である。
【図１２】プロジェクタ装置の使用方法の一例を説明するための図（その２）である。
【図１３】筐体に設けられた複数のコネクタにケーブルが接続された状態を示す図である
。
【図１４】格子部の一部を取り出して示す側面図である。
【図１５】図１５（Ａ）は、変形例（その１）に係る格子部の一部を取り出して示す斜視
図であり、図１５（Ｂ）は、変形例（その１）に係る格子部が有する突起の目隠し機能を
説明するための図である。
【図１６】図１６（Ａ）は、変形例（その２）に係る格子部の一部を取り出して示す斜視
図であり、図１６（Ｂ）は、変形例（その２）に係る格子部が有する突起の目隠し機能を
説明するための図である。
【図１７】変形例（その３）に係る格子部の一部を取り出して示す斜視図である。
【図１８】変形例（その４）に係る格子部の一部を取り出して示す斜視図である。
【図１９】変形例（その５）に係るプロジェクタ装置の使用方法の一例を説明するための
図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、本発明の一実施形態を図１～図１４に基づいて説明する。図１には、一実施形態
に係る電子機器としてのプロジェクタ装置１０が斜視図にて示されている。また、図２に
は、プロジェクタ装置１０の概略構成がブロック図にて示されている。
【００１０】
　プロジェクタ装置１０は、例えば水平面と平行な床Ｆ上に設置された設置台Ｐ（図１２
参照）の上面上（又は床上）に載置されて使用される。
【００１１】
　プロジェクタ装置１０は、一例として、筐体１２、筐体１２内に収納され、例えばＤＶ
ＤビデオレコーダＲ、パーソナルコンピュータ（以下、パソコンと略記する）Ｃ、あるい
はＵＳＢメモリＭなどの外部装置からの入力情報に基づいた光束をスクリーンＳ（図１１
及び図１２参照）の面に投射する投射光学系１６、受光センサ部２８、操作部１４、冷却
手段２２、スピーカ１８、上述の外部装置が接続されるコネクタ部８、及びこれら各部が
接続された制御装置２０等を備えている。この他、プロジェクタ装置１０は、図示は省略
されているが、投射光学系１６の一部を駆動することでスクリーンＳに投射される画像サ
イズの変更等を行う調整機構（不図示）なども備えている。
【００１２】
　ここで、説明の便宜上から、外部から見えるプロジェクタ装置１０の構成各部の説明に
先立って、筐体１２に収容された構成各部のうちの主な部分、すなわち投射光学系１６、
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及び冷却手段２２について説明する。
【００１３】
　投射光学系１６は、図３に示されるように、一例として、光を発する光源８０、該光源
８０からの光の光路に沿って順に配置された光分割手段としてのカラーホイール８２、光
均一化手段としてのライトトンネル８４、光屈折手段（集光手段）としての２つのコンデ
ンサレンズ８６、８８、光反射手段としての２つのミラー９０、９２、光変調手段として
のＤＭＤ（Digital Micromirror Device）９４、光広角化及び結像手段としての投射レン
ズ９６、光反射手段としてのミラー９７、光広角化及び反射手段としての自由曲面ミラー
９８を含む。
【００１４】
　投射レンズ９６は、Ｚ軸方向を光軸方向とし、光軸方向に沿って所定間隔で配置された
複数枚のレンズエレメント（不図示）により構成されている。ＤＭＤ９４は、例えばパソ
コン、ＤＶＤビデオレコーダ等から出力された画像情報に応じて制御装置２０により制御
される。なお、図３では、光源８０からミラー９７に至る光の経路が、矢印により示され
ている。
【００１５】
　投射光学系１６では、光源８０から出射した光は、カラーホイール８２に入射する。カ
ラーホイール８２に入射した光は、３原色の各色光に時系列的に分割されてカラーホイー
ル８２から順次取り出される。カラーホイール８２から取り出された各色光は、ライトト
ンネル８４に入射し、その輝度分布が均一化されて、コンデンサレンズ８６、８８に順次
入射する。コンデンサレンズ８６、８８に入射した各色光は、結像面が調整された後、ミ
ラー９０、９２で順次反射されて、ＤＭＤ９４に入射する。ＤＭＤ９４に入射した各色光
は、上記画像情報に応じてＤＭＤ９４で変調されつつ反射されて、投射レンズ９６に順次
入射する。投射レンズ９６に入射した各色光は、広角化された後、ミラー９７で反射され
て、自由曲面ミラー９８に順次入射する。自由曲面ミラー９８に入射した各色光は、自由
曲面ミラー９８で広角化されつつ反射され、後述する光投射口を介して筐体１２の＋Ｚ側
かつ＋Ｙ側の斜め上方（筐体１２の後述する後壁４２の外壁面の斜め上方）に順次投射さ
れる（図１２参照）。
【００１６】
　投射光学系１６は、投射される光の焦点位置が近くなるように、すなわち短焦点に構成
され、短い投射距離で、例えば筐体１２の＋Ｚ側かつ＋Ｙ側の斜め上方に近接して配置さ
れたスクリーンＳ上に大きなカラー（又はモノクロ）画像を表示（投影）することができ
る（図１２参照）。ここで、「投射光学系が短焦点に構成される」とは、投射光学系が、
屈折力を有するミラー（例えば上記自由曲面ミラー９８）を含む光学系であることを意味
する。このミラーが有する屈折力は正でも負でも良い。投射光学系が屈折力を有するミラ
ーを含むことで、光投射口からスクリーンまでの距離が例えば５０センチ以内であっても
８０インチ程度の大きな投影像を表示することが可能である。なお、投射光学系の構成は
、上述したものに限られず、適宜変更可能である。
【００１７】
　冷却手段２２は、例えば光源８０（図２及び図３参照）、制御装置２０が有する不図示
の基板上に実装されたＣＰＵ１１（図２参照）などの発熱体が発する熱を筐体１２外に放
出することにより、上記発熱体を冷却する。
【００１８】
　冷却手段２２は、例えば光源８０、ＣＰＵ１１それぞれに接続された放熱部材としての
例えば金属製のヒートシンク（不図示）、気流案内部材としてのダクト（不図示）、気流
発生装置としてのファン１５（図２参照）、及び通気口としての後述する吸気口及び排気
口を含む。
【００１９】
　上記ダクトは、一端(一方の開口端)が、筐体１２に設けられた後述する吸気口の近傍に
配置され、他端（他方の開口端）が、光源８０、ＣＰＵ１１（のそれぞれに接続された上
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記ヒートシンク）の近傍に配置された第１部分と、一端(一方の開口端)が、筐体１２に設
けられた後述する排気口の近傍に配置され、他端（他方の開口端）が、光源８０、ＣＰＵ
１１の近傍に配置された第２部分と、を有している。なお、吸気口と上記第１部分の一端
との間、及び排気口と上記第２部分の他端との間には、防塵用のフィルタ（不図示）が配
置されている。
【００２０】
　ファン１５は、例えば上記ダクトの第２部分における排気口に隣接する位置に、配置さ
れている。ファン１５としては、一例として、大型のファンが採用されている。ファン１
５は、プロジェクタ装置１０の電気系に対する電源ＯＮ時に駆動されるようになっている
。なお、ファン１５は、上述の位置に配置されることに限られず、上記ダクト内に気流を
効率的に発生させることができる位置であれば、他の位置（例えば吸気口に隣接する位置
）に配置されても良い。
【００２１】
　ファン１５が駆動されると、後述する吸気口を介して上記ダクト内（筐体１２内）にエ
ア（外気）が流入し、その流入したエアは、上記ダクトに案内されて進み、光源８０、Ｃ
ＰＵ１１等の発熱部（各ヒートシンク）から放出された熱を取り込んで、後述する排気口
を介して上記ダクト外（筐体１２外）に排出される。これにより、発熱部（各ヒートシン
ク）から放出された熱が筐体１２外に排出され、光源８０、ＣＰＵ１１などの発熱部が効
率良く冷却される。
【００２２】
　筐体１２は、図１に示されるように、全体として、概ね直方体形状の外形を有している
。以下、プロジェクタ装置１０の筐体１２の幅方向（使用時に設置台Ｐの上面（水平面と
平行な面）上に設置された際にスクリーンＳと平行となる水平面内の一軸方向）をＸ軸方
向、プロジェクタ装置１０の奥行き方向（水平面内でＸ軸方向に直交する方向）をＹ軸方
向、プロジェクタ装置１０の高さ方向（Ｘ軸及びＹ軸方向に直交する鉛直軸方向）をＺ軸
方向として説明を、行う。
【００２３】
　図４～図８には、プロジェクタ装置１０の－Ｙ方向から見た図（正面図）、＋Ｚ方向か
ら見た図（平面図（上面図））、＋Ｘ方向から見た図（右側面図）、－Ｘ方向から見た図
（左側面図）、及び－Ｚ方向から見た図（底面図）が、それぞれ示されている。以下、こ
れらの図に基づいて、外部から見えるプロジェクタ装置１０の構成各部について説明する
。
【００２４】
　筐体１２は、箱形の中空部材（概ね直方体形状の部材）から成る。筐体１２の材料とし
ては、比較的軽量で丈夫な素材、例えばプラスチックなどの硬質樹脂が用いられている。
筐体１２は、上壁３８以外が例えば白色となっている。筐体１２は、図６及び図７に示さ
れるように、底壁２４のＹ軸方向の長さが、前壁（－Ｙ側の壁）２６又は後壁（＋Ｙ側の
壁）４２の高さ方向の寸法よりも短い。すなわち、筐体１２は、－Ｙ側の側壁２６又は＋
Ｙ側の側壁４２の壁面の面積が、底壁２４の面積よりも大きくなっており、プロジェクタ
装置１０は、いわゆる縦置き型の装置である。
【００２５】
　詳述すると、筐体１２は、底壁２４の奥行き（Ｙ軸方向の長さ）が例えば５～８ｃｍに
設定されており、高さ（Ｚ軸方向の寸法）が、例えば底壁２４のＹ軸方向の長さの２倍（
１０～１６ｃｍ）に設定されており、幅（Ｘ軸方向の長さ）が、例えば底壁２４のＹ軸方
向の長さの３倍（１５ｃｍ～２４ｃｍ）に設定されている。すなわち、プロジェクタ装置
１０は、コンパクトな縦置き型である。
【００２６】
　筐体１２の前壁２６は、図６及び図７に示されるように、ＸＺ平面に平行な下部２６ａ
と、該下部２６ａの＋Ｚ側かつ－Ｙ側に位置するＸＺ平面に平行な上部２６ｂと、下部２
６ａと上部２６ｂとを接続するなだらかな曲面から成る中間部２６ｃとの３部分を有する
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。中間部２６ｃは、段部を形成しているので、以下では適宜段部２６ｃとも称する。例え
ば、ユーザが筐体１２をその＋Ｘ側及び－Ｘ側から両手で掴んでプロジェクタ装置１０を
持ち運ぶ際に、両手を段部２６ｃに引っ掛けることで、筐体１２を確実に保持することが
できる。
【００２７】
　筐体１２の前壁２６の上部２６ｂの上端中央には、図４に示されるように、受光センサ
部２８が設けられている。受光センサ部２８の中央には、図示しないリモートコントロー
ラ（リモコン）からの光信号を受光する受光センサが配置され、受光センサの近傍にプロ
ジェクタ装置１０の状態（例えば正常時、異常時など）に応じて、その発する光の色及び
発光タイミングの少なくとも一方が変わる不図示のＬＥＤ（発光ダイオード）が配置され
ている。なお、プロジェクタ装置１０の異常時とは、例えば、後述するファン１５、ＣＰ
Ｕ１１、光源８０の動作異常の発生時などをいう。受光センサは、上記リモコンからの光
信号を受光すると、該光信号を電気信号に変換して制御装置２０に出力し、該制御装置２
０は、その電気信号に対応する指令内容に従って、各種の制御動作を実行する。受光セン
サ部２８の中央に受光センサが設けられているので、リモコンから光を確実に受けること
ができるようになっている。また、ＬＥＤの発光タイミング、及び／又は、色によってプ
ロジェクタ装置１０の状態をユーザに知らせることができる。リモコンは、例えば操作部
１４と同様の指令を制御装置２０に与える機能を有する。操作部１４で与えられる機能に
ついては後述する。
【００２８】
　筐体１２の前壁の上部２６ｂの下端中央（受光センサ部２８の下方の位置）には、スピ
ーカ１８（図２参照）から出力される音声を放出するための複数の貫通孔から成る音声放
出口３０が形成されている。ここで、音声放出口３０を構成する複数の貫通孔は、正面視
矩形の領域内に所定間隔で２次元配置されているが、これに限らず、例えば、多角形（但
し、矩形を除く）、円形、楕円形などの領域内に、２次元配置されていても良い。音声放
出口３０は、各貫通孔の大きさ、個数、及び密集度が、スピーカ１８の性能等に応じて適
正な値に設定される。スピーカ１８については、後述する。
【００２９】
　筐体１２の前壁２６の中間部（段部）２６ｃのＸ軸方向の中央（音声放出口３０の直下
の位置）には、投射レンズ９６（図３参照）の焦点位置（ピント）を調整するためのピン
ト調整レバー３４の摘み部３４ａの操作のための窓部３６が形成されている。ピント調整
レバー３４の摘み部３４ａ及び窓部３６は、筐体１２の前壁２６の段部２６ｃに設けられ
、あまり目立たないようになっている。
【００３０】
　窓部３６は、図４に示されるように、正面視でＸ軸方向を長手方向とする矩形状に形成
されており、図４における紙面手前側（－Ｙ側）より紙面奥側（＋Ｙ側）が狭くなるよう
なテーパ状に形成されている。
【００３１】
　ピント調整レバー３４は、Ｘ軸方向にスライド可能（又はＺ軸回りに回動可能）に構成
されており、例えばギヤ等を含む駆動力伝達機構（不図示）を介して投射レンズ９６（図
３参照）と機械的に接続されている。上記駆動力伝達機構は、ピント調整レバー３４のス
ライドに伴い、投射レンズ９６を構成する一部のレンズエレメントを、光軸方向に沿って
移動させる。これにより、投射レンズ９６の焦点位置が調整されるようになっている。具
体的には、ピント調整レバー３４がＸ軸方向の一側（又はＺ軸回りの一方向）に駆動され
ると、投射レンズ９６を介して投射される光が結像する位置（焦点位置）が遠くなる。一
方、ピント調整レバー３４がＸ軸方向の他側（又はＺ軸回りの他方向）に駆動されると、
上記焦点位置が近くなる。
【００３２】
　ピント調整レバー３４の摘み部３４ａは、筐体１２の内側から窓部３６内に挿入され、
その先端部が、窓部３６が形成された筐体１２の前壁２６の中間部（段部）２６ｃの表面
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からは外部に突出しない寸法に設定されている。このように、ピント調整レバー３４は、
筐体１２外に突出しないので、不用意に操作されることが防止され、またプロジェクタ装
置１０の持ち運びの際に邪魔にならない。
【００３３】
　筐体１２の上壁３８は、図４、図６及び図７に示されるように、筐体１２の前壁２６の
上部２６ｂに連続するＸＹ平面に平行な平板状の部分から成る。上壁３８は、例えば黒色
になっており、筐体１２の他の白色部分とのコントラストが付与されている。これにより
、プロジェクタ装置１０は、全体として、メリハリが効いた外観となっている。
【００３４】
　筐体１２の上壁３８には、図５に示されるように、光投射口４０及び操作部１４が設け
られている。光投射口４０は、上壁３８の＋Ｘ側かつ＋Ｙ側の箇所に形成された平面視多
角形（例えば六角形）の開口から成る。光投射口４０は、透明又は半透明な蓋部材によっ
て閉塞されている。後に詳述するように、投射光学系１６からの光は、光投射口４０を閉
塞する蓋部材を介して筐体１２外に投射される。以下では、便宜上、蓋部材を光投射口４
０とも呼ぶ。
【００３５】
　操作部１４は、図５に示されるように、筐体１２の上壁３８における光投射口４０の－
Ｘ側の領域に設けられた複数（例えば６つ）の操作部材を含む。複数の操作部材としては
、一例として、押しボタンが採用されている。
【００３６】
　詳述すると、筐体１２の上壁３８の－Ｘ側部分のＹ軸方向中間部には、電源ボタン６８
、インプットボタン７０（入力切り替えボタン）、ミュートボタン７２、エンターボタン
７４（決定ボタン）が、－Ｘ側から＋Ｘ側に順に一列に並べて配置されている。
【００３７】
　電源ボタン６８は、プロジェクタ装置１０の電気系に対する電源のＯＮ／ＯＦＦを切り
替えるための操作部材である。電源ボタン６８は、平面視円形の部分から成る被押圧部（
上部）を有し、該被押圧部が、筐体１２の上壁３８の－Ｘ側の端部近傍に形成された二回
り大きい円形開口６８ａ内に同軸にかつ上下動可能に挿入されている。電源ボタン６８は
、ばね等により上向きに付勢されている。電源ボタン６８が上向きの付勢力に抗して押し
下げられると、上記電気系に対する電源のＯＮ／ＯＦＦが切り替わる。ここで、電源ボタ
ン６８は、押し下げられた場合、その位置に留まり、押し下げられているときだけ、電源
をＯＮにする構造であっても良いし、押し下げられるたびにＯＮ／ＯＦＦが切り替わる構
造であっても良い。
【００３８】
　電源ボタン６８の下方には、例えば青色ＬＥＤ（発光ダイオード）が、電源ＯＮ時に発
光するように設けられており、プロジェクタ装置１０の周囲が暗いときでも、電源ボタン
６８の位置を把握できるようになっている。
【００３９】
　インプットボタン７０は、プロジェクタ装置１０に接続された外部機器又は外部メモリ
（以下、両者をそれぞれ接続機器とも称する）の入力を切り替えるための操作部材である
。インプットボタン７０は、平面視円形の部分から成る被押圧部（上部）を有し、該被押
圧部が、筐体１２の上壁３８における円形開口６８ａの＋Ｘ側隣りに形成された二回り大
きい円形開口７０ａ内に同軸にかつ上下動可能に挿入されている。インプットボタン７０
は、ばね等により上向きに付勢されている。インプットボタン７０が上向きの付勢力に抗
して押し下げられると、プロジェクタ装置１０への入力が、映像信号を出力している別の
接続機器に切り替わる。
【００４０】
　ミュートボタン７２は、投射光学系１６から投射される光、及びスピーカ１８から出力
される音声を消す（ミュートする）ための操作部材である。ミュートボタン７２は、その
平面視円形の部分から成る被押圧部（上部）を有し、該被押圧部が、筐体１２の上壁３８
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における円形開口７０ａの＋Ｘ側隣りに形成された二回り大きい円形開口７２ａ内に同軸
にかつ上下動可能に挿入されている。ミュートボタン７２は、ばね等により上向きに付勢
されている。投射光学系１６から光が投射され、スピーカ１８から音声が出力されている
ときに、ミュートボタン７２が上向きの付勢力に抗して押し下げられると、投射光学系１
６からの光の投射が停止されるとともに、スピーカ１８からの音声の出力が停止される。
ミュートボタン７２が再度押し下げられると、ミュートが解除され、投射光学系１６から
の光の投射が再開されるとともに、スピーカ１８からの音声の出力が再開される。
【００４１】
　エンターボタン７４は、後述するメニューボタン７８が操作されることによりスクリー
ンＳ（図１１、図１２参照）の被投射面上に表示されるメニュー画面内において、後述す
るカーソル７６が操作されることにより選択された項目（選択表示が位置する項目）を決
定するための操作部材である。エンターボタン７４は、その平面視円形の部分から成る被
押圧部（上部）を有し、該被押圧部が、筐体１２の上壁３８における円形開口７２ａの＋
Ｘ側隣り（上壁３８のＸ軸方向中央近傍）に形成された大きな円形開口７４ａ内の中央に
、同軸に上下動可能に挿入されている。エンターボタン７４は、ばね等により上向きに付
勢されている。上記メニュー画面内において選択表示が所定の項目に位置する状態で、エ
ンターボタン７４が上向きの付勢力に抗して押し下げられると、メニュー画面にその所定
の項目の詳細内容が表示される。
【００４２】
　筐体１２の上壁３８におけるエンターボタン７４の外周近傍には、操作部材としてのカ
ーソル７６が、エンターボタン７４の外周を取り囲んだ状態で、円形開口７４ａ内に配置
されている。カーソル７６は、スクリーンＳ上に投影されたメニュー画面内の項目を選択
するための操作部材である。カーソル７６は、円形開口７４ａよりも二回り小さい平面視
円環状の部分から成る被押圧部（上部）を有し、該被押圧部が、Ｘ軸及びＹ軸回りに傾斜
可能に挿入されている。カーソル７６は、ばね等により上向きに付勢されている。カーソ
ル７６は、その＋Ｘ側、－Ｘ側、－Ｙ側、＋Ｙ側の端部のいずれかが上向きの付勢力に抗
して押し下げられることにより、メニュー画面内における選択表示が対応する方向（＋Ｘ
方向、－Ｘ方向、－Ｙ方向、＋Ｙ方向）に移動する。上記メニュー画面内において選択及
び決定される項目としては、例えば、画像の調整・設定モードなどが挙げられる。また、
カーソル７６の＋Ｘ側又は－Ｘ側の端部が下方に押圧されると、スピーカ１８から出力さ
れる音声のボリューム（音量）が調整されるようになっている。
【００４３】
　筐体１２の上壁３８におけるカーソル７６の－Ｘ側かつ－Ｙ側の位置には、メニューボ
タン７８が配置されている。メニューボタン７８は、スクリーンＳ（図１１、図１２参照
）上にメニュー画面を呼び出すための操作部材である。メニューボタン７８は、その平面
視円形の部分から成る被押圧部（上部）を有し、該被押圧部が、筐体１２の上壁３８にお
ける円形開口７４ａの－Ｘ側かつ－Ｙ側近傍の箇所に形成された二回り大きい円形開口７
８ａ内に同軸に上下動可能に挿入されている。メニューボタン７８は、ばね等により上向
きに付勢されている。メニューボタン７８が上向きの付勢力に抗して押し下げられると、
スクリーンＳ上におけるメニュー画面の表示／非表示が切り替わる。
【００４４】
　上記各操作部材が、それぞれ押し下げられると、その直下に位置する、制御装置２０が
有する不図示の基板上に実装された対応する操作端子（不図示）が押圧され、制御装置２
０に該操作部材固有の指令信号が出力され、制御装置２０により、その固有の指令内容（
機能）が実行される。上記各操作部材は、押圧されていない状態で、その上面が筐体１２
の上壁３８の上面よりも幾分上方に位置している。
【００４５】
　上記各操作部材は、筐体１２の上壁３８と同じ色（例えば黒色）となっており、上壁３
８に馴染むようになっている。一方、図５から分かるように、上記各操作部材とその周囲
部（該操作部材の被押圧部が挿入された円形開口を規定する部分）との間には、平面視円
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環状の隙間が形成されており、ユーザが上記各操作部材の位置を把握し易いようになって
いる。そして、互いに機能的な関連性が強いカーソル７６及びメニューボタン７８は、そ
れぞれとその周囲部とで形成された隙間が、上壁３８に形成された溝を介して連続してお
り、ユーザは、両者の位置関係を、一見して把握できるようになっている。
【００４６】
　前述したリモコンは、その本体に、上記各操作部材と同じ機能（操作内容）を有する例
えば押しボタンを有している。
【００４７】
　図６及び図７に示されるように、筐体１２の後壁４２の上端部には、傾斜部４４が設け
られている。この傾斜部４４の筐体１２の内部側に、投射光学系１６の一部を構成するミ
ラー９７（図３参照）が配置されている。
【００４８】
　筐体１２の右側壁（＋Ｘ側の側壁）４８の中央部には、図６に示されるように、吸気口
１７が設けられている。吸気口１７は、複数の貫通孔１７ａ（通気口）から成る。
【００４９】
　吸気口１７は、筐体１２の右側壁４８に形成された五角形状の開口の周囲に固定された
枠部２３により外縁が設定されている。吸気口１７を構成する複数の貫通孔１７ａは、枠
部２３と、該枠部２３内に配置された格子部２１とにより形成（区画）されている。
【００５０】
　枠部２３は、例えば＋Ｘ方向から見た側面視略五角形の枠状部から成り、格子部２１の
外周部の複数ヶ所が接続されている。枠部２３により囲まれる五角形の面積は、筐体１２
の右側壁４８の外壁面の面積の例えば１／３程度に設定されている。枠部２３は、その周
囲部（筐体１２の右側壁４８の外壁面）よりも幾分外側（＋Ｘ側）に突出している。
【００５１】
　格子部２１は、図６及び図９を総合すると分かるように、ＸＺ平面に平行でＹ軸方向に
一定間隔で配置された複数の縦格子線部２９ｂと、ＸＹ平面に平行でＺ軸方向に一定間隔
で配置された横格子線部２９ｃとから成る、厚さ（Ｘ軸方向の長さ）が均一の２次元格子
部から成る格子本体２９と、該格子本体２９の縦格子線部２９ｂと横格子線部２９ｃとの
各交点（格子の各交点）点部分に設けられた円柱状部２９ａと、を有している。
【００５２】
　円柱状部２９ａは、＋Ｘ方向から見てマトリクス状の配置で複数、例えば１６９個設け
られている。各円柱状部２９ａの＋Ｘ側の端部は、図９に示されるように、格子本体２９
の一部をそれぞれ構成する縦格子線部２９ｂと横格子線部２９ｃとが交わる正方形の部分
より、大径の円形の断面を有しており、格子本体２９より＋Ｘ側に突出した突起部４１と
されている。以下、説明の便宜上、突起部４１を円柱突起４１とも称する。また、各円柱
状部２９ａの突起部４１を除く残りの部分は、該円柱状部２９ａの中心に所定深さの十字
状の溝部が形成されたような部分から成り（図１４参照）、互いに直交する縦格子線部２
９ｂと横格子線部２９ｃで区画される４つの貫通孔１７ａの、前記交点に接するコーナー
部分の一部（図１４の網掛け部分）を塞いでいる。
【００５３】
　ここで、本実施形態では、格子本体２９と円柱状部２９ａとが、一体成形され、格子部
２１が形成されている。ただし、これに限らず、格子本体２９と、円柱状部２９ａとを別
々に形成し、格子本体に円柱状部２９ａを組み付けても良い。いずれにしても、円柱状部
２９ａがない場合に比べて、全体の強度（剛性）を高くすることができる。従って、円柱
状部２９ａがない通常の格子と同じ強度を確保する場合、格子本体２９の厚さを薄く（す
なわち、Ｘ軸方向の長さを短く）することができる。この場合、吸気口１７の後述する吸
気方向（通気方向）は、Ｘ軸方向であるので、その吸気に伴う圧力損失を、同一の開口面
積を有する同一強度の通常の格子と比べて、低減することができる。なお、「圧力損失」
とは、流体と物体（固体）との間の摩擦抵抗により起こる流体の圧力の減少をいう。また
、各円柱状部２９ａは、＋Ｘ側から見た場合に、貫通孔１７ａを介して筐体１２内の構成
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部品等が見えることを防止するための目隠しとして機能している。円柱状部２９ａの直径
が大きいほど目隠しの機能は発揮されるが、その反面において、上述の圧力損失が増大す
るので、円柱状部２９ａの直径をあまり大きくすることは現実的ではない。
【００５４】
　格子本体２９の格子ピッチ（Ｙ軸又はＺ軸方向に隣り合う２つの円柱状部２９ａの軸線
間の距離）は、互いに等しく、それぞれ、例えば６ｍｍ程度に設定されている。
【００５５】
　円柱突起４１の＋Ｘ側の端面（先端面）は、枠部２３の内側、より詳細には、枠部２３
の＋Ｘ側の端面と同一平面上又は該端面よりも幾分－Ｘ側（筐体１２の内方側）に位置し
ている。円柱突起４１（円柱状部２９ａ）の径（直径）は、格子本体２９の厚さよりも長
い。
【００５６】
　ここで、筐体１２を、その＋Ｘ側の斜め方向（例えば＋Ｘ側かつ－Ｙ側の斜め方向、＋
Ｘ側かつ＋Ｙ側の斜め方向、＋Ｘ側かつ＋Ｚ側の斜め方向、＋Ｘ側かつ－Ｚ側の斜め方向
など）から見た場合（図１参照）、吸気口１７の各貫通孔１７ａの一部（例えば図１０の
網掛け部分に対応する領域）が該貫通孔１７ａの周囲に位置する円柱突起４１の影に隠れ
て見えなくなる。すなわち、円柱突起４１は、貫通孔１７ａを介して筐体１２内の構成部
品等が見えることを防止するための目隠しとして機能する。
【００５７】
　ところで、筐体１２を＋Ｘ側の斜め方向から見た場合に、格子本体２９のＸ軸方向の長
さ（貫通孔１７ａの貫通方向に沿う方向の長さ）が短いほど、また格子本体２９の格子ピ
ッチが長いほど、各貫通孔１７ａを介して見える筐体１２内の領域が広くなる。
【００５８】
　従って、円柱突起４１を目隠しとして充分に機能させるためには、円柱突起４１の高さ
及び径を、格子本体２９のＸ軸方向の長さ及び格子ピッチに応じた長さに設定する必要が
ある。具体的には、格子本体２９のＸ軸方向の長さが短いほど、また格子本体２９の格子
ピッチが長いほど、円柱突起４１の高さ長さ（Ｘ軸方向の長さ）及び径の少なくとも一方
を大きく（長く）することが好ましい。
【００５９】
　しかしながら、円柱突起４１（円柱状部２９ａ）の径が大きいほど吸気口１７の開口面
積が小さくなる（図１４参照）。ここで、ファン１５が所定の回転速度で駆動される場合
、吸気口１７の開口面積が大きいほど、気体（外気）は、吸気口１７を介して筐体１２内
に低速で流入する。したがって、吸気口１７の開口面積が大きいほど、吸気音（吸気口１
７での風切り音を含む）を低減することができる。なお、吸気口１７の開口面積は、枠部
２３により囲まれる五角形の面積から、各円柱突起４１（及び円柱状部２９ａ）並びに格
子本体２９のＹＺ断面の面積を差し引くことで求められる。
【００６０】
　そこで、本実施形態では、上記圧力損失を極力大きくせずに、かつ吸気口１７の開口面
積を極力小さくせずに、必要十分な目隠し効果を得るために、円柱突起４１の高さを、格
子本体２９の厚さ（Ｘ軸方向の長さ）の例えば１／３～２／３程度（２ｍｍ～４ｍｍ程度
）に設定し、円柱突起４１の径を、格子本体２９の格子ピッチの例えば１／３～２／３程
度（２ｍｍ～４ｍｍ程度）に設定している。
【００６１】
　更に、縦格子線部２９ｂ、横格子線部２９ｃのＹＺ断面の面積は、吸気口１７の開口面
積を極力小さくせずに、必要十分な剛性が得られる程度の大きさに設定されている。そし
て、上述の如く、吸気口１７では、枠部２３により囲まれる五角形の面積が非常に大きく
なっている（＋Ｘ側の側壁４８の外壁面の面積の例えば１／３）。従って、吸気口１７の
開口面積は、筐体１２の大きさ（容量）の割に非常に大きくなっている。
【００６２】
　図６に戻り、筐体１２の右側壁４８には、上述の吸気口１７の下方に、コネクタ部８が
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設けられている。コネクタ部８は、複数（例えば７つ）のコネクタを含む。複数（例えば
７つ）のコネクタは、それぞれ、制御装置２０（図２参照）に接続された、外部機器（外
部メモリを含む）又は外部電源との接続用の接続端子である。
【００６３】
　７つのコネクタのうちの６つは、筐体１２の右側壁４８の下部の－Ｙ側の領域に形成さ
れた例えば＋Ｘ方向から見た側面視多角形（例えば五角形）の凹部５０内に上下二段に配
置されている。なお、凹部５０の側面形状は、多角形に限られず、例えば、円形、楕円形
などであっても良い。
【００６４】
　凹部５０内の上段には、外部機器（例えばＵＳＢメモリ等の外部メモリを含む）との間
の入出力用のＵＳＢ端子５２、及びＡＶ機器との接続用のＨＤＭＩ端子５４が、－Ｙ側か
ら＋Ｙ側に順に並べて配置されている。詳述すると、ＵＳＢ端子５２及びＨＤＭＩ端子５
４のそれぞれは、凹部５０の内部底面の上部に形成された一回り大きい開口内に筐体１２
の内側から挿入されている。
【００６５】
　凹部５０内の下段には、通信用のＬＡＮ端子５６、パソコンなどからのＲＧＢ信号又は
ビデオ機器（例えばＤＶＤビデオレコーダ）などからのコンポーネント映像信号を入力す
るコンピュータ端子５８、ビデオ機器などからの映像信号を入力するビデオ入力端子６０
、及びパソコン、ビデオ機器などからの音声信号を入力するオーディオ入力端子６２が、
－Ｙ側から＋Ｙ側に順に並べて配置されている。
【００６６】
　詳述すると、ＬＡＮ端子５６は、凹部５０の内部底面の下部に形成された一回り大きい
開口内に筐体１２の内側から挿入されている。コンピュータ端子５８、ビデオ入力端子６
０及びオーディオ入力端子６２は、それぞれ、凹部５０の内部底面に形成された一回り大
きい開口内に筐体１２の内側から挿通されている。図示は省略されているが、コンピュー
タ端子５８、ビデオ入力端子６０及びオーディオ入力端子６２それぞれは、その先端（＋
Ｘ側の端部）が、凹部５０内に位置している（凹部５０外に突出していない）。
【００６７】
　７つのコネクタのうちの残りの１つは、外部電源との接続用の電源端子６４（電源用コ
ネクタ）である。ここで、筐体１２の右側壁４８と後壁４２とが交わる部分、すなわち筐
体１２の＋Ｘ側かつ＋Ｙ側の角部の下端近傍（凹部５０の＋Ｙ側の箇所）には、深さ（Ｘ
軸方向の寸法）が凹部５０よりも深い凹部６６が形成されている。すなわち、凹部６６は
、＋Ｘ側及び＋Ｙ側に開口している。電源端子６４は、凹部６６の内部底面に形成された
一回り大きい開口６６ａ内に筐体１２の内側から挿入されている。電源端子６４には、電
源ケーブル７の端子７ａ（図１３参照）の複数（例えば３つ）の電極（不図示）がそれぞ
れ挿入される挿入孔６４ａが形成されている。図１３から分かるように、電源端子６４に
電源ケーブル７の端子７ａが装着（接続）された状態では、該端子７ａは、その３つの電
極を保持する部分の一部（例えば過半部）が凹部６６に嵌合する。これにより、電源ケー
ブル７の抜けが防止される。
【００６８】
　なお、本実施形態では、コネクタ部８の複数のコネクタは、筐体１２の右側壁４８に形
成された開口に挿入されているが、これに代えて、例えば、複数のコネクタが装着される
例えばパネル、ボックスなどのコネクタ装着用部材を用意するとともに、筐体１２の右側
壁（＋Ｘ側の側壁）に開口を形成し、コネクタ装着用部材をその開口に取り付けることと
しても良い。
【００６９】
　前記スピーカ１８は、図２に示されるように、制御装置２０に接続されている。制御装
置２０は、前述したＨＤＭＩ端子５４、オーディオ入力端子６２に音声ケーブルを介して
接続された外部機器（例えばＤＶＤビデオレコーダＲ、パソコンＣ等）、又はＵＳＢ端子
５２に接続されたＵＳＢメモリＭからの音声信号を受信したときに、その音声信号をスピ
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ーカ１８に送信する。スピーカ１８は、その音声信号を音声に変換して出力し、該出力さ
れた音声は、音声放出口３０（図４参照）を介して筐体１２外に放出される。
【００７０】
　筐体１２の左側壁（－Ｘ側の側壁）３１の上部には、図７に示されるように、排気口１
９が形成されている。排気口１９は、複数の貫通孔１９ａから成る。
【００７１】
　排気口１９は、筐体１２の左側壁３１に形成された概略矩形の開口の周囲に固定された
枠部３５により外縁が設定されている。排気口１９を構成する複数の貫通孔１９ａは、枠
部３５と、該枠部３５内に形成された格子部３３とにより形成（区画）されている。
【００７２】
　枠部３５は、例えば－Ｘ方向から見た側面視略矩形の枠状部分から成り、格子部３３の
外周部の複数ヶ所が接続されている。枠部３５により囲まれる矩形の面積は、筐体１２の
左側壁３１の外壁面の面積の例えば１／３程度に（但し、前述の枠部２３により囲まれる
五角形の面積よりも幾分小さく）設定されている。枠部３５は、その周囲部よりも幾分外
側（－Ｘ側）に突出している。
【００７３】
　格子部３３は、図９に示されるように、厚さ（Ｘ軸方向の長さ）が均一の２次元格子部
から成る格子本体４３と、該格子本体４３の格子の各交点部分に設けられた円柱状部２９
ａと、を有している。
【００７４】
　円柱状部２９ａは、図７に示されるように、＋Ｘ方向から見てマトリクス状の配置で複
数、例えば１４３個設けられている。各円柱状部２９ａの－Ｘ側の端部は、図９に示され
るように、格子本体４３の一部をそれぞれ構成する縦格子線部２９ｂと横格子線部２９ｃ
とが交わる正方形の部分より、大径の円形の断面を有しており、格子本体２９より－Ｘ側
に突出した円柱突起４１とされている。
【００７５】
　格子部３３は、輪郭形状及び各部の配置が異なる点を除いて、格子部２１と同様の構成
（取り囲まれる枠部との位置関係を含む）及び機能を有している。なお、図７では、格子
部３３の各構成部分（縦格子線部、横格子線部及び円柱状部）は、格子部２１と同じ符号
を用いて示されている。なお、排気口１９の開口面積は、吸気口１７の開口面積と同様に
筐体１２の大きさ（容量）の割に非常に大きくなっている（但し、吸気口１７の開口面積
よりも幾分小さくなっている）。
【００７６】
　ここで、ファン１５が所定の回転速度で駆動される場合、排気口１９の開口面積が大き
いほど、エア（外気）は、排気口１９を介して筐体１２外に低速で流出する。したがって
、排気口１９の開口面積が大きいほど、排気音（排気口１９での風切り音を含む）を低減
することができる。
【００７７】
　筐体１２の底壁２４には、図４及び図８を総合すると分かるように、同一直線上にない
少なくとも３つ（例えば３つ）の短寸の脚部材４６が設けられている。
【００７８】
　ここで、プロジェクタ装置１０では、その重量バランスが－Ｙ側寄りになるように（＋
Ｙ側よりも－Ｙ側が重くなるように）、筐体１２内に各構成部が配置されている。すなわ
ち、プロジェクタ装置１０の重心は、例えば筐体１２の中心の－Ｙ側の位置にある。
【００７９】
　そこで、本実施形態では、一例として、図８に示されるように、３つの脚部材４６のう
ちの２つは、それぞれ、筐体１２の底壁２４の－Ｙ側かつ＋Ｘ側の隅部、及び－Ｙ側かつ
－Ｘ側の隅部に配置され、残りの１つは、筐体１２の底壁２４の＋Ｙ側の端部中央に配置
されている。これにより、プロジェクタ装置１０は、所定の水平面上に３つの脚部材４６
を介して３点で安定して支持される（倒れ難い）。なお、３つの脚部材４６の位置は、要
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は、プロジェクタ装置１０の重量バランスに応じて適正な位置に設定されれば良く、上述
したものに限られない。
【００８０】
　３つの脚部材４６のそれぞれは、概ねＺ軸方向を軸線方向とし、その外周に凹凸が形成
された円板状の部材（歯車形状の部材）から成り、例えばねじ込み式で高さ調整が可能に
筐体の底壁２４に取り付けられている。すなわち、３つの脚部材４６のそれぞれとして、
いわゆるアジャスタが用いられている。従って、ユーザは、各脚部材４６を、その軸線周
りに回転させ、その高さを調整することにより、筐体１２の姿勢（傾き）を調整すること
ができ、これにより、光投射口４０を介して筐体１２外に投射される光の投射角度を調整
することができる。この場合、各脚部材４６は、上述の如く、歯車形状の部材から成り、
指掛かりが良いので、その高さ調整を容易に行うことができる。
【００８１】
　以上のように構成されるプロジェクタ装置１０の使用方法を、以下に説明する。ここで
は、複数人で行われる会議において、プロジェクタ装置１０が使用される場合を一例とし
て説明する。
【００８２】
　複数人（例えば７人）の会議参加者は、図１１に示されるように、例えば会議室内に配
置されたＹ軸方向を長手方向とする平面視矩形のテーブルＴの＋Ｘ側、－Ｘ側及び－Ｙ側
にそれぞれテーブルＴ側を向いた状態で椅子に着座する。
【００８３】
　テーブルＴの＋Ｙ側に位置する壁Ｗの－Ｙ側近傍には、壁Ｗに沿うようにスクリーンＳ
が張設されている。プロジェクタ装置１０は、ユーザ（会議参加者の一人）により、壁Ｗ
の下部（スクリーンＳの下方の部分）に近接した位置に配置された設置台Ｐ上に設置され
る（図１２参照）。
【００８４】
　この際、ユーザ（会議参加者の一人）は、例えば筐体１２の段部２６ｃ（図６及び図７
参照）を含む部分を両手で掴んでプロジェクタ装置１０を持ち運び、筐体１２の正面（筐
体１２の－Ｙ側の側壁２６の外壁面）が－Ｙ方向を向き、かつ筐体１２が壁Ｗから所定距
離（例えば数ｃｍ）離れるように（スクリーンＳ上に投影される画面の大きさが所望の大
きさになるように）設置台Ｐ上に設置する（図１２参照）。この場合、筐体１２の上壁３
８と＋Ｙ側の側壁４２との間に傾斜部４４が設けられているので（図６及び図７参照）、
ユーザは、筐体１２の上方から筐体１２と壁Ｗとの距離を容易に確認することができ、プ
ロジェクタ装置１０の設置を簡単に行うことができる。
【００８５】
　そして、プロジェクタ装置１０は、縦置き型であり、特に奥行き方向（Ｙ軸方向）の長
さが短いので、壁Ｗ際に設置した場合に、スペース効率に優れる。すなわち、プロジェク
タ装置１０とテーブルＴとの間のスペースを、例えば奥行き方向（Ｙ軸方向）の長さが長
い横置き型のプロジェクタ装置に比べ、広くとることができ、例えばこのスペースに人が
立ち入ってもプロジェクタ装置１０がほとんど邪魔にならない。
【００８６】
　プロジェクタ装置１０の設置後、ユーザは、適宜、３つの脚部材４６（図８参照）のう
ちの少なくとも１つの高さを調整して、筐体１２の姿勢（傾き）を調整する。この場合、
プロジェクタ装置１０では、２つの脚部材４６が筐体１２の底壁２４の－Ｙ側の端（壁Ｗ
から遠い端）にＸ軸方向に離間して位置し、他の１つの脚部材４６が底壁２４の＋Ｙ側の
端（壁Ｗに近い端）に位置する。したがって、ユーザは、筐体１２の－Ｙ側に位置して、
－Ｙ側の２つの脚部材４６の少なくとも一方の高さを、＋Ｙ側の１つの脚部材４６の高さ
を基準に調整することにより、筐体１２の姿勢（傾き）を簡単に調整でき、これにより、
光投射口４０からの光の投射角度を容易に調整することができる。
【００８７】
　また、プロジェクタ装置１０の設置後、複数のコネクタへの対応する配線等の接続が行
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われる（図１３参照）。具体的には、先ず、ユーザは、電源ケーブル７を電源端子６４（
図６参照）に接続する。この接続は、電源ケーブル７の端子７ａの３つの電極（不図示）
を、電源端子６４（図６参照）の対応する挿入孔６４ａに差し込むことにより行われる。
この場合、電源ケーブル７は、筐体１２から垂れ下がった状態となるが、その端子７ａの
３つの電極を保持する部分の一部が凹部６６に嵌合した状態となるため、電源ケーブル７
の抜けが防止される。
【００８８】
　ここで、プロジェクタ装置１０に接続される外部機器又は外部メモリの一例として、パ
ソコンＣ、ＵＳＢメモリＭ、ＨＤＭＩ端子搭載のＤＶＤビデオレコーダＲが使用されるも
のとする（図２、図１１参照）。パソコンＣ及びＤＶＤビデオレコーダＲは、それぞれテ
ーブルＴ上に載置され、会議参加者によって操作される。
【００８９】
　そこで、ユーザは、パソコンＣの音声出力端子に一端部（一方の端子）が接続された音
声ケーブル２５の他端部（他方の端子）をオーディオ入力端子６２に接続する。また、Ｄ
ＶＤビデオレコーダＲのＨＤＭＩ端子に一端部（一方の端子）が接続されたＨＤＭＩケー
ブル２７の他端部（他方の端子）をＨＤＭＩ端子５４に接続する。また、パソコンＣのＲ
ＧＢ出力端子に一端部（一方の端子）が接続されたＲＧＢケーブル５の他端部（他方の端
子）をコンピュータ端子５８に接続する。また、ＵＳＢ端子５２に、ＵＳＢメモリＭの端
子を接続する。この場合、複数のコネクタが筐体１２の＋Ｘ側の側壁４８の所定領域内に
配置されているので、ユーザは、各ケーブル及びメモリの端子を対応するコネクタに、戸
惑うことなく容易に接続することができる。なお、上述のように、一端部がプロジェクタ
装置１０に接続され、他端部が外部機器に接続されたケーブルは、一端部と中間部との間
の部分が筐体１２及び設置台Ｐの＋Ｘ側に垂れ下がり（図１３参照）、中間部が床Ｆ上を
這い（図１２参照）、中間部と他端部との間の部分が、テーブルＴ上から垂れ下がった状
態となる。
【００９０】
　プロジェクタ装置１０に対する配線等が終了後、ユーザは、パソコンＣ、ＤＶＤビデオ
レコーダＲを起動して、これらの画像情報及び音声情報をプロジェクタ装置１０に送信可
能な状態にする。
【００９１】
　そして、ユーザは、操作部１４又はリモコンの電源ボタンを押してプロジェクタ装置１
０を起動させる。ここで、ユーザは、インプットボタン７０を押すことにより、プロジェ
クタ装置１０への入力を、パソコンＣ、ＤＶＤビデオレコーダＲ又はＵＳＢメモリＭに切
り替える。これにより、パソコンＣ、ＤＶＤビデオレコーダＲ又はＵＳＢメモリＭからの
画像情報及び音声情報が、制御装置２０に送信され、該制御装置２０により光源８０が駆
動されるとともに、その音声情報がスピーカ１８に送信される。なお、リモコンを用いて
の操作は、リモコンの送信部を受光センサ部２８に向けた状態で、リモコンの所望の操作
ボタンが押されることにより行われる。
【００９２】
　光源８０が駆動されると、該光源８０から光が射出され、該射出された光は、前述した
ように、カラーホイール８２、ライトトンネル８４、コンデンサレンズ８６、８８、ミラ
ー９０、９２、ＤＭＤ９４、投射レンズ９６、ミラー９７、自由曲面ミラー９８を介して
光投射口４０（図５参照）に導かれ（図３参照）、該導かれた光は、光投射口４０を介し
て筐体１２の＋Ｙ側かつ＋Ｚ側の斜め上方（＋Ｙ側の側壁４２の外壁面の斜め上方）に投
射される（図１２参照）。これにより、スクリーンＳ上に大きなカラー（又はモノクロ）
画像が投影される。この場合、プロジェクタ装置１０は、スクリーンＳに近接して配置さ
れているので、その投射光の光路中に物や人が入ることがほとんどなく、その投射光が遮
れることが極力抑制される。
【００９３】
　そこで、ユーザは、ピント調整レバー３４を筐体１２の－Ｙ側の側壁２６に沿って回動
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させることにより投射レンズ９６の焦点位置を調整して、スクリーンＳ上に投影される画
像のピントを合わせる。ピント調整レバー３４は、筐体１２の－Ｙ側の側壁２６の中央に
Ｚ軸周りに回動可能に設けられているので、ユーザは、筐体１２の＋Ｘ側、－Ｘ側及び－
Ｙ側のいずれの位置に位置していても、ピント調整レバー３４を容易に操作する（回動さ
せる）ことができる。
【００９４】
　また、ユーザは、上述した画像のピント調整に併せて、適宜、操作部１４又はリモコン
のメニューボタンを押し下げて、スクリーンＳ上に選択項目を表示し、カーソル７６、エ
ンターボタン７４を押して、例えば画像調整・設定モードを選択及び決定し、画像の大き
さ、位置、明暗、コントラスト、色の濃さ等を調整する。
【００９５】
　一方、音声情報がスピーカ１８に送信されると、その音声情報がスピーカ１８により音
声に変換されて出力され、該出力された音声は、音声放出口３０を介して筐体１２外に放
出される。なお、スピーカ１８から出力される音声のボリュームは、操作部１４又はリモ
コンのカーソルを操作することにより調整することができる。
【００９６】
　以上のようにしてプロジェクタ装置１０から出力された画像及び音声を、会議参加者は
視聴することができる。
【００９７】
　また、ユーザは、会議中に、操作部１４又はリモコンのミュートボタンを押すことによ
り、プロジェクタ装置１０から出力される画像及び音声を一時的に消すことができ、例え
ば、他のプロジェクタ装置、ＯＨＰなどの映像をスクリーンＳ上に一時的に投影すること
ができる。
【００９８】
　また、プロジェクタ装置１０が起動されると、冷却手段２２（図２参照）の大型のファ
ン１５が低回転で駆動され、エア（外気）が、吸気口１７を介してダクト内（筐体１２内
）に流入し、各ヒートシンクを経由し、該ヒートシンクから放出された熱を取り込んで排
気口１９を介してダクト外（筐体１２外）に流出する。これにより、ＣＰＵ１１、光源８
０などの発熱部が効率良く冷却され、ひいてはＣＰＵ１１の動作異常、光源８０の消耗、
損傷等が防止される。
【００９９】
　この場合、複数のコネクタにそれぞれ接続されたケーブルは、吸気口１７の下方に位置
するため（図１３参照）、吸気口１７を介するダクト内へのエアの流入が各ケーブルによ
り阻害されることはない。
【０１００】
　ここで、会議中に、プロジェクタ装置１０に接続する外部機器（外部メモリを含む）を
追加又は変更するために、コネクタ部８の少なくとも１つのコネクタに対し、ケーブル又
はメモリの着脱を行うケースが想定される。この場合、ユーザは、プロジェクタ装置１０
の概ね－Ｙ側に位置して、ケーブル等の着脱を行うことになる。そして、ケーブルの着脱
は、ケーブルの断線を回避するために、通常、ケーブルの端子を手で掴んで行われる。な
お、上記追加又は変更対象の外部機器としては、例えば、パソコン、ＵＳＢメモリ、ＤＶ
Ｄビデオレコーダ、液晶モニタ、オーディオアンプ、ＤＶＤプレーヤー、ビデオデッキ等
が挙げられる。
【０１０１】
　コネクタ部８では、図１３に示されるように、ケーブル等が着脱される回数が比較的多
いと考えられる複数（６つ）のコネクタが、筐体１２の＋Ｘ側の側壁４８の－Ｙ側の領域
、すなわちユーザから見て手前側に位置するので、その着脱をスムーズに（容易に）行う
ことができる。特に、ＵＳＢ端子５２は最も－Ｙ側かつ＋Ｚ側に配置されているので、Ｕ
ＳＢ端子５２に対し例えばＵＳＢメモリＭを着脱する場合に、他のコネクタに接続された
ケーブルが邪魔にならない。
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【０１０２】
　これに対し、ケーブル（電源ケーブル７）が着脱されることが稀であると考えられる電
源端子６４は、筐体１２の＋Ｘ側の側壁４８の最も＋Ｙ側、すなわちユーザから見て最も
奥側に位置する。したがって、電源端子６４以外の６つのコネクタに対しケーブル等が抜
き差しされる際に、電源端子６４に接続された電源ケーブル７が邪魔にならない。また、
電源ケーブル７は、その端子７ａが、ケーブル等を抜き差しするユーザから見て最も奥側
に位置するため、電源ケーブル７が他のケーブルと取り違われて、不用意に（誤って）引
き抜かれることが防止される。
【０１０３】
　また、仮にコネクタ部が筐体１２の－Ｙ側の側壁２６に設けられる場合には、そのコネ
クタに接続されたケーブル（図１２の二点鎖線参照）は、筐体１２の－Ｙ側に垂れ下がる
ため、例えばプロジェクタ装置１０の－Ｙ側近傍に人が立ち入った場合、その足がケーブ
ルに引っ掛かるなどケーブルが邪魔になるおそれがある。本実施形態では、コネクタに接
続されたケーブル（図１２では、ＲＧＢケーブル５のみを代表的に図示）は、筐体１２の
＋Ｘ側に垂れ下がるため、筐体１２の－Ｙ側近傍に人が立ち入った場合であっても、その
足がケーブルに引っ掛かるなどケーブルが邪魔になることが防止される。
【０１０４】
　以上のようにして、会議においてプロジェクタ装置１０が使用される。会議終了後、ユ
ーザは、操作部１４又はリモコンの電源ボタンを押してプロジェクタ装置１０への電力供
給を停止し、複数のコネクタに接続されたケーブルを取り外す（引き抜く）。
【０１０５】
　以上説明した本実施形態のプロジェクタ装置１０によると、縦置き型の筐体１２の上壁
３８に、複数の押しボタン（押圧式の操作部材）が上下動可能に設けられている。
【０１０６】
　この場合、各押しボタンは、鉛直下方に向く外力により押圧されるため、各押しボタン
が押圧される際、プロジェクタ装置１０には、鉛直下方に向く重力及び外力のみが作用す
る。すなわち、各押しボタンが押圧される際、プロジェクタ装置１０には、水平方向の外
力及びＺ軸周りのモーメントが作用しないので、筐体１２の位置ずれが防止される。
【０１０７】
　ここで、筐体１２は、高さ方向の長さが底壁２４のＹ軸方向の長さよりも長いので、例
えば、筐体１２の－Ｙ側の側壁２６に＋Ｙ方向の外力が作用すると、筐体１２は＋Ｙ側の
１つの脚部材４６を支点としてＸ軸周りに傾くおそれがある。
【０１０８】
　本実施形態では、上述の如く、各押しボタンが押圧される際、プロジェクタ装置１０に
は、＋Ｙ方向の外力は作用しない。したがって、仮に押しボタンが－Ｙ側の側壁２６に＋
Ｙ方向に押圧可能に設けられる場合に比べ、筐体１２が傾くこと（不安定になること）、
及び転倒などが防止される。
【０１０９】
　また、ピント調整レバー３４は、筐体１２の－Ｙ側の側壁２６に沿う方向に回動されて
操作されるので、プロジェクタ装置１０の重心には、Ｙ軸方向の外力及びＺ軸周りのモー
メントがほとんど作用しない。したがって、筐体１２の位置ずれが防止されるとともに、
筐体１２が傾くこと（不安定になること）が防止される。
【０１１０】
　また、ピント調整レバー３４は、そのＸ位置がプロジェクタ装置１０の重心のＸ位置に
概ね等しいので、操作される際に、仮に筐体１２に＋Ｙ方向の力が作用したとしても位置
ずれし難い（特にＺ軸周りに回転し難い）。
【０１１１】
　このように、プロジェクタ装置１０では、操作部材としての押しボタンが筐体１２の上
壁３８に上下動可能に配置され、操作部材としてのピント調整レバー３４が筐体１２の－
Ｙ側の側壁２６にほぼＸ軸方向に所定ストロークで回動可能に配置されており、操作部材
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が操作される際に、筐体１２が位置ずれすること、及び不安定になることが極力防止され
ている。
【０１１２】
　また、プロジェクタ装置１０によると、筐体１２は、複数の貫通孔を含む通気口（吸気
口１７又は排気口１９）が設けられた枠部及び格子本体と、該格子本体から通気口の通気
方向（Ｘ軸方向）に沿って突出する複数の突起部４１とを有する。
【０１１３】
　この場合、複数の突起部４１が通気口の通気方向に沿って突出するため、例えば特許文
献１に記載のプロジェクタ装置のように通気口の通気方向に対し傾斜した複数のルーパ（
板状部材）が通気口に隣接して設けられる場合に比べて、気流の圧力損失を低減できる。
また、筐体１２を、その＋Ｘ側（吸気口１７側）又は－Ｘ側（排気口１９側）の任意の斜
め方向（真横方向（＋Ｘ方向又は－Ｘ方向）を除く方向）から見た場合に、通気口を構成
する各貫通孔の一部がその周囲に位置する突起部４１の影に隠れ、このため、各貫通孔を
介して筐体１２内が見え難い。したがって、目隠し効果を得つつ気流の圧力損失を低減で
きる。
【０１１４】
　また、プロジェクタ装置１０によると、格子の各交点に円柱状部２９ａが設けられ、こ
の部分が補強されているので、格子本体の厚さが薄くても（Ｘ軸方向（通気口の通気方向
）の長さが短くても）、剛性を十分に確保できるとともに、円柱突起４１の存在により、
各貫通孔を介して筐体１２内が見え難い。従って、目隠し効果を得つつ気流の圧力損失を
更に低減できる。
【０１１５】
　しかも、上述の如く、突起部４１は、筐体１２内のみならず、通気口（吸気口１７又は
排気口１９）を構成する各貫通孔自体を隠すため、吸気口１７及び排気口１９自体の存在
感を極力低減でき、美観が損なわれることを防止できる。
【０１１６】
　更に、格子部２１、３３では、格子本体の格子の各交点部分から円柱状の突起部４１が
突出しているので、格子部２１及び格子部３３が筐体１２に描かれた一種独特の模様（パ
ターン）のようにも見える（図１参照）。すなわち、プロジェクタ装置１０では、格子部
２１、３３により、目隠し効果のみならず、デザイン性が付与されている。
【０１１７】
　また、格子本体２９、４３の格子の交点部分の外側にはみ出した部分を有する円柱状部
２９ａが、格子の各交点に設けられるので、例えば格子本体に円柱突起４１が、例えば一
面側から取り付けられる場合（図１７参照）に比べ、円柱突起４１と格子本体との境界部
における剛性を高めることができる。
【０１１８】
　また、プロジェクタ装置１０では、上述の如く、吸気口１７及び排気口１９の開口面積
が筐体１２の大きさ（容量）の割に非常に大きくなっている。したがって、ファン１５が
駆動されると、吸気口１７を介して筐体１２内に気体が低速で流入し、排気口１９を介し
て筐体１２外に気体が低速で流出する。したがって、吸気音及び排気音を低減できる。
【０１１９】
　しかも、上述の如く、ファン１５が低回転で駆動されるため、ファン１５の駆動音（風
切り音を含む）が低減されるとともに、吸気口１７を介しての気流の速度、及び排気口１
９を介しての気流の速度がより一層低速となり、吸気音及び排気音がより一層低減される
。
【０１２０】
　更に、図１１に示されるようなプロジェクタ装置１０の使用状態において、吸気口１７
における吸気方向（図１１の矢印ＩＮ）、及び排気口１９における排気方向（図１１の矢
印ＯＵＴ）が会議参加者側に向いていない。したがって、吸気音及び排気音（ファン１５
、吸気口１７及び排気口１９における風切り音を含む）は、より一層会議参加者に聞こえ
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難く、また排気口１９を介して排出された熱風が会議参加者側に流れることもない。
【０１２１】
　また、ＣＰＵ１１、光源８０などの発熱部に接続された各ヒートシンクから放出された
熱を含む熱風は、筐体１２の－Ｘ側の側壁３１に形成された排気口１９を介して筐体１２
の－Ｘ側に排出される（図１１の矢印ＯＵＴ参照）。一方、画像情報に応じて変調された
光は、筐体１２の上壁３８に形成された光投射口４０を介して筐体１２の＋Ｚ側かつ＋Ｙ
側の斜め上方に投射される（図１２参照）。すなわち、排気口１９を介して排出された熱
風の流出経路が、光投射口４０からの光の投射経路から外れているので、その熱風の影響
で、光投射口４０を介して投射される画像情報に応じた光が揺らぐことが防止される。し
かも、光投射口４０は、筐体１２の上壁３８における－Ｘ側の側壁３１（排気口１９が設
けられた側壁）よりも＋Ｘ側の側壁４８（吸気口１７が設けられた側壁）に近い箇所に配
置されているので（図５参照）、熱風の影響をより一層受け難い。
【０１２２】
　このように、プロジェクタ装置１０は、安定した光投射性能、充分な冷却性能、優れた
静音性及びデザイン性を兼ね備えている。
【０１２３】
　また、プロジェクタ装置１０によると、筐体１２の上壁３８に光投射口４０が設けられ
、コネクタ部８の複数（７つ）のコネクタが筐体１２の＋Ｘ側の側壁４８に設けられてい
る。そして、プロジェクタ装置１０はスクリーンＳの被投射面に近接する位置に設置され
、複数のコネクタに配線（ケーブル）が接続される。この場合、複数のコネクタに接続さ
れた配線は＋Ｘ側の側壁４８から垂れ下がる。従って、プロジェクタ装置１０の－Ｙ側近
傍（筐体１２に対しスクリーンＳの被投射面と反対側のスペース）に人が立ち入っても、
例えばその足が配線に引っ掛かるなど配線が邪魔になることが防止される。
【０１２４】
　また、上述のように、プロジェクタ装置１０が、スクリーンＳが張設された壁Ｗに近接
して設置されたとき、コネクタ部８の複数のコネクタの中で、ケーブルが抜き差しされる
頻度が最も少ない電源端子６４が最も＋Ｙ側（壁Ｗ側）に位置するので、電源端子６４以
外のコネクタに対しケーブル等を着脱する際に、電源端子６４に接続された電源ケーブル
７が邪魔にならないとともに、電源ケーブル７が電源端子６４から誤って引き抜かれるこ
とが防止される。すなわち、複数のコネクタに対し対応するケーブル等をスムーズに着脱
することができる。
【０１２５】
　また、複数のコネクタが筐体１２の＋Ｘ側の側壁４８の下部に配置されているので、複
数のコネクタに対しケーブル等が着脱（抜き差し）される際、筐体１２を傾けようとする
モーメントが発生し難く、筐体１２が不安定になることが防止され、これにより、ケーブ
ル等の抜き差しをスムーズに行うことができる。
【０１２６】
　また、電源端子６４が配置される凹部６６は、筐体１２の＋Ｘ側かつ＋Ｙ側の角部に形
成されており、＋Ｘ側のみならず＋Ｙ側にも開口しているので、電源端子６４に対し電源
ケーブル７を着脱し易い。
【０１２７】
　上述したように、プロジェクタ装置１０では、ユーザが、各コネクタに、対応する配線
をスムーズに着脱できるので、会議前、会議中及び会議後におけるプロジェクタ装置１０
と外部機器とを接続、接続解除をスムーズかつ迅速に行うことができ、これにより、会議
の準備、進行、撤収を円滑に行うことができる。
【０１２８】
　なお、本発明は、上記実施形態で説明したものに特に限定されることなく、種々の変形
が可能である。
【０１２９】
　上記実施形態では、プロジェクタ装置１０が設置される設置台として、汎用の設置台Ｐ
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が採用されているが、これに代えて、例えば、図１９に示されるように、プロジェクタ装
置１０と合体する専用の設置台Ｑを採用することとしても良い。プロジェクタ装置１０と
設置台Ｑとを合体させて台付きプロジェクタ装置とした場合、プロジェクタ装置１０の側
面に外力が作用すると、支点（設置台Ｑの下端）から力の作用線までの距離が格段に長く
なるため、その外力のモーメントが大きくなり、一層傾き易くなる。しかしながら、上述
の如く、プロジェクタ装置１０には、押しボタンが押圧される際、及びレバーが回動され
る際に水平方向の外力がほとんど作用しないので、台付きプロジェクタ装置が傾くことが
防止される。
【０１３０】
　なお、プロジェクタ装置１０と設置台Ｑとは、一体不可分としても良いし、分離可能と
しても良い。設置台Ｑの高さは、プロジェクタ装置１０からスクリーンＳに画像を投射可
能な適正値（例えば５０ｃｍ～１００ｃｍ）に設定される。また、設置台Ｑを高さ及び傾
きを調整可能に構成しても良い。具体的には、例えば設置台Ｑの下面に同一直線上にない
少なくとも３つの高さ調整可能な脚部（アジャスター）を設けることとすれば良い。
【０１３１】
　上記実施形態では、筐体１２の上壁３８の－Ｘ側の領域に複数の操作部材が配置され、
＋Ｘ側の領域に光投射口４０が配置されているが、逆でも良い。
【０１３２】
　上記実施形態における複数の操作部材の種類（機能）、数、大きさ及び形状は、一例で
あって、上記実施形態におけるものに特に限定されない。
【０１３３】
　上記実施形態では、複数の押圧式の操作部材として押しボタンが採用されているが、こ
れに限らず、例えば、ＯＮ／ＯＦＦに対応する２つの被押圧部を有する押圧式の切り替え
スイッチを採用することとしても良い。
【０１３４】
　上記実施形態では、ピント調整レバー３４は、Ｚ軸方向に延びる軸線周りに回動可能に
設けられているが、これに限らず、要は、筐体１２の－Ｙ側の側壁２６に沿う方向に延び
る軸線（例えば、Ｘ軸又はＹ軸）周りに回動可能に設けられれば良い。
【０１３５】
　上記実施形態では、投射レンズ９６の焦点位置を調整するための部材としてレバーが採
用されたが、これに限らず、例えば、筐体１２の－Ｙ側の側壁２６に平行な方向（例えば
Ｘ軸若しくはＺ軸方向）又は交差する方向（例えばＹ軸方向）に延びる軸線周りに回転可
能な調整ダイヤル（摘み）を採用しても良い。この場合、調整ダイヤルは、その少なくと
も一部が、ピント調整レバー３４の摘み部３４ａと同様に窓部に挿入されることとしても
良い。例えば、格子本体から突出する複数の突起の形状、大きさ、数、配置などは、上記
実施形態で説明したものに限定されない。
【０１３６】
　具体的には、格子本体から突出する複数の突起の形状は、円柱形状に限らず、他の形状
であっても良い。例えば、多角柱形状（図１８参照）、楕円柱形状などであっても良いし
、多角錐台形状、円錐台形状、楕円錐台形状などの先細り又は先太り形状であっても良い
。
【０１３７】
　また、格子本体の各交点に設けられる複数の突起は、形状、大きさ、位置が、相互に異
なっていても良い。
【０１３８】
　上記実施形態では、円柱突起４１を含む円柱状部２９ａは、格子本体の格子の各交点に
設けられているが、これに限らず、要は、格子本体の格子の少なくとも１つの交点に設け
られれば良い。
【０１３９】
　また、円柱突起４１の高さ及び径は、上記実施形態で説明したものに限らず、適宜変更



(20) JP 5686255 B2 2015.3.18

10

20

30

40

50

可能である。すなわち、上記実施形態では、円柱突起４１の高さ及び径が、吸気口及び排
気口での気流の圧力損失の低減、吸気口及び排気口の開口面積の確保及び目隠し機能をバ
ランスさせるように設定された（円柱突起４１の高さが格子本体の厚さ（Ｘ軸方向の長さ
）の例えば１／３～２／３に設定され、円柱突起４１の径が格子本体の格子ピッチの例え
ば１／３～２／３に設定された）が、これに限られない。すなわち、円柱突起４１の高さ
を格子本体の厚さ（Ｘ軸方向の長さ）の例えば１／３未満にしても良いし、２／３よりも
長くしても良い。また、円柱突起４１の径を格子本体の格子ピッチの例えば１／３未満に
しても良いし、２／３よりも長くしても良い。具体的には、上記圧力損失の低減及び上記
開口面積の確保を優先させるのであれば、円柱突起４１の高さを格子本体の厚さ（Ｘ軸方
向の長さ）の例えば１／３未満とし、円柱突起４１の径を格子本体の格子ピッチの例えば
１／３未満としても良い。一方、目隠し機能を優先させるのであれば、円柱突起４１の高
さを格子本体の厚さ（Ｘ軸方向の長さ）の例えば２／３よりも長くし、円柱突起４１の径
長さを格子本体の格子ピッチの例えば２／３よりも長くしても良い。
【０１４０】
　上記実施形態では、突起部４１は、格子本体２９、４３の格子の交点部分から筐体１２
の外方側に突出している（円柱状部２９ａの外方突出部が円柱突起４１とされている）が
、これに代えて、突起部４１を、格子本体の交点部分から筐体１２の内方側に突出させる
、例えば図１５（Ａ）に示されるように、円柱状部２９ａの内方突出部を円柱突起４１と
しても良い。この場合、図１５（Ｂ）に示されるように、筐体１２内の網掛け部分に対応
する領域が、円柱突起４１の影に隠れる。また、この場合、格子本体における筐体１２の
外方側の面を、枠部２３、３５の外側面と面一としても良いし、該外側面よりも筐体１２
の内方側に位置させても良い。また、図１６（Ａ）に示されるように、円柱状部２９ａを
、格子本体の交点部分から筐体１２の外方側、及び内方側にそれぞれ突出させ、それらを
突起部４１としても良い。この場合、図１６（Ｂ）に示されるように、筐体１２内の網掛
け部分に対応する領域が、円柱突起４１の影に隠れる。
【０１４１】
　上記実施形態では、円柱突起４１が円柱状部２９ａの一部とされているが、これに限ら
ず、例えば、円柱突起４１を格子本体の格子の少なくとも１つの交点部分に少なくとも１
つ取り付けることとしても良い（図１７参照）。
【０１４２】
　上記実施形態では、円柱突起４１を含む円柱状部２９ａが、格子本体の格子の交点に設
けられているが、これに代えて、直方体状の角柱突起１４１を含む直方体状の角柱状部１
２９ａを格子本体１２９の格子の交点に設けることとしても良い。この場合、１つの角柱
突起１４１を、筐体１２の外方側に突出させることとしても良いし（図１８参照）、図示
は省略されているが、筐体１２の内方側に突出させることとしても良いし、一の角柱突起
１４１を筐体１２の外方側に突出させることとし、他の角柱突起１４１を筐体１２の内方
側に突出させることとしても良い。
【０１４３】
　また、格子本体のＸ軸方向の長さ（貫通孔の貫通方向に沿う方向の長さ）及び格子ピッ
チ（Ｙ軸及びＺ軸方向に隣り合う２つの円柱状部の軸線間の距離）は、上記実施形態で説
明したものに限らず、適宜変更可能である。
【０１４４】
　上記実施形態では、通気口（吸気口１７又は排気口１９）を構成する複数の貫通孔を規
定（形成）する格子本体の格子ピッチが等しいが、少なくとも一方の格子本体の少なくと
も１つの格子ピッチが他の格子ピッチと異なっていても良い。
【０１４５】
　格子本体２９、４３の代わりに、例えば、格子本体２９、４３をＸ軸周りに所定角度（
０°～９０°）回転させて得られるものを、通気口（吸気口１７又は排気口１９）を構成
する複数の貫通孔を規定（形成）する部分として採用しても良い。
【０１４６】
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　上記実施形態では、通気口（吸気口１７又は排気口１９）を構成する複数の貫通孔を規
定（形成）する部分は、複数の細長い構成部分が互いに直交して形成されているが、これ
に限らず、要は、互いに交差して形成されていれば良い。
【０１４７】
　上記実施形態では、通気口（吸気口１７又は排気口１９）を構成する複数の貫通孔を規
定（形成）する部分は、一軸方向に延びる複数の細長い構成部分が互いに交差して形成さ
れているが、これに限らず、例えば、複数の湾曲した細長い構成部分が互いに交差して形
成されても良い。
【０１４８】
　上記実施形態では、通気口（吸気口１７又は排気口１９）は、格子本体及び該格子本体
を囲む枠部により規定（形成）された複数の貫通孔により構成されているが、これに限ら
ず、例えば、筐体の壁を刳り貫いて形成された複数の貫通孔により構成することとしても
良い。
【０１４９】
　上記実施形態では、吸気口１７が筐体１２の＋Ｘ側の側壁４８に設けられ、かつ排気口
１９が筐体１２の－Ｘ側の側壁３１に設けられているが、これに限らず、要は、吸気口及
び排気口は、筐体１２の異なる箇所に設けられれば良く、好ましくは、筐体１２の異なる
壁に設けられれば良い。
【０１５０】
　上記実施形態では、円柱突起４１は、格子本体の格子の交点部分に設けられているが、
これに加えて、格子本体の格子の交点以外の部分に設けることとしても良い。
【０１５１】
　上記実施形態におけるコネクタの種類、数、配置などは、一例であって、これに限られ
るものではない。
【０１５２】
　上記実施形態では、コネクタ部８を構成する複数のコネクタは、筐体１２の＋Ｘ側の側
壁４８に設けられているが、これに代えて、例えば、筐体１２の－Ｘ側の側壁３１に設け
ることとしても良い。この場合、複数のコネクタは、排気口１９の下方に配置されること
が好ましい。これにより、複数のコネクタに接続されたケーブルにより排気口１９が塞が
れること、すなわち排気口１９からの排気が阻害されることが防止され、逆に言うと、排
気口１９を介して排出される熱風がケーブルに当たることが防止される。
【０１５３】
　上記実施形態では、吸気口１７が筐体１２の＋Ｘ側の側壁４８に形成され、かつ排気口
１９が筐体１２の－Ｘ側の側壁３１に形成されているが、これに限らず、例えば、吸気口
１７又は排気口１９を、筐体１２の－Ｙ側又は＋Ｙ側の側壁に形成することとしても良い
し、吸気口１７及び排気口１９の一方を筐体１２の－Ｙ側の側壁２６に形成し、他方を筐
体１２の＋Ｙ側の側壁４２に形成することとしても良い。この場合、複数のコネクタは、
吸気口又は排気口が設けられた側壁における吸気口又は排気口の下方の箇所に配置される
ことが好ましい。
【０１５４】
　上記実施形態では、筐体１２の＋Ｘ側の側壁４８における吸気口１７の下側の領域に配
置されたコネクタの数は、７つであるが、これに限らず、例えば、６つ以下でも良いし、
８つ以上でも良い。
【０１５５】
　上記実施形態では、複数（例えば７つ）のコネクタが、上下二段に配置されているが、
これに限らず、一段に配置されても良いし、上下三段以上に配置することとしても良い。
【０１５６】
　上記実施形態では、プロジェクタ装置１０に接続される外部機器として、ＵＳＢメモリ
Ｍ、パソコンＣ、ＤＶＤビデオレコーダＲが用いられたが、これに加えて又は代えて、例
えば、他のＵＳＢメモリ、他のパソコン、他のＤＶＤビデオレコーダ、液晶モニタ、オー
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【０１５７】
　上記実施形態では、ＬＡＮ端子５６及びビデオ入力端子６０には、ケーブルが接続され
ていないが、例えばインターネットのサーバに一端（一方の端子）が接続されたネットワ
ークケーブルの他端（他方の端子）をＬＡＮ端子５６に接続し、例えばＡＶ機器に一端が
接続された映像ケーブルの他端をビデオ入力端子６０に接続することとしても良い。
【０１５８】
　上記実施形態では、筐体１２は、略直方体形状の部材から成るが、これに限らず、例え
ば、直方体形状以外の多角形柱状の部材、円柱形状の部材、楕円柱形状の部材など、要は
、底面の面積よりも大きい面積の壁面を有する側壁を少なくとも１つ有する部材（縦置き
型の部材）から成れば良い。
【０１５９】
　上記実施形態では、プロジェクタ装置１０は、例えば会議室内で用いられているが、こ
れに限定されない。すなわち、プロジェクタ装置１０は、上述の如く、コンパクトで運搬
性に優れるため、特定の会議室内に据え置かれる必要はなく、自由に持ち運びし、様々な
場所で用いられることが期待できる。
【０１６０】
　なお、筐体１２を、例えば天井又は壁などから伸びる支柱に上下逆さまに取り付けても
良い（天吊りしても良い）。具体的には、例えば、天地判別用のセンサを設けた筐体１２
を上下逆さまにした状態で、底壁２４の各脚部４６を天井又は支柱に固定具を介して固定
する。この場合、上記センサによって天地が判別され、光投射口４０から斜め下方に画像
情報に応じた光が投射される。また、筐体１２が上記天吊り状態にある場合、押しボタン
が配置された筐体１２の上面は下方に位置し、レバーが配置された筐体１２の側面は側方
に位置する。この場合、押しボタンは、上方に向けて押され、レバーは、筐体１２の側面
に沿う方向に回動される。従って、上記実施形態と同様に、プロジェクタ装置１０には、
押しボタンが押圧される際、及びレバーが回動される際に水平方向の外力がほとんど作用
しないので、プロジェクタ装置が傾くこと（ぐらつくこと）が防止される。
【０１６１】
　上記実施形態では、プロジェクタ装置１０は、例えば複数人で行われる会議に用いられ
たが、これに限らず、例えば、プレゼンテーションなどに用いても良い。
【０１６２】
　上記実施形態では、プロジェクタ装置の一例として、画像及び音声を出力可能なものに
ついて説明したが、これに限らず、例えば、画像のみを出力可能なものであっても良い。
【符号の説明】
【０１６３】
　１０…プロジェクタ装置、１２…筐体、１４…操作部、１６…投射光学系（画像投射手
段）、２６…筐体の＋Ｙ側の側壁（側壁）、２６ｃ…段部、３４…ピント調整レバー（別
の操作部材）、３４ａ…摘み部分、３８…筐体の上壁、４０…光投射口、４２…筐体の－
Ｙ側の側壁（別の側壁）、４４…傾斜部（傾斜壁）、６８…電源ボタン（操作部材）、７
０…インプットボタン（操作部材）、７２…ミュートボタン（操作部材）、７４…エンタ
ーボタン（操作部材）、７６…カーソル（操作部材）、７８…メニューボタン（操作部材
）、Ｑ…専用の設置台（支持部材）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０１６４】
【特許文献１】特開２００３－２８７８１６号公報
【特許文献２】特開２００４－１０４５６６号公報
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